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質問内容と答弁

9月25日に開催されるエスキーテニス全国大会に先立ち、会場となる岩国市総合体育館の安全性
や体育館周辺の整備状況及び、開催のPRについて当局の見解を問う。
本年9月25日に開催される「第37回全日本エスキーテニス選手権山口大会」の会場となる岩国市
総合体育館は、定期的な練習の他、中国大会、県の大会、市民大会等多くの方に御利用いただい
ている施設である。館内の床、壁、通路、階段等については日々、目視による点検を行っているが、
観客席の椅子や手すり等についても、週1回の清掃時に併せ、異常がないか点検を行っている。体
育館周辺の整備状況については、毎朝、園内のごみ拾い等の清掃を行っており、駐車場、通路、
樹木及び体育館外部等については異常個所がないか目視による点検を行っている。 今後、点検等
により異常を発見した際には、早急かつ適切に対応してまいりたいと考えており、エスキーテニ
ス全国大会に参加される選手のみなさんが快適にプレーできるように、また、来場される皆様に
気持ち良く御利用いただけるよう、今後も引き続き会場内外の丁寧な清掃整備に努めてまいる。
PRについては、市内外へ広く周知することが必要であり、市のホームページを活用し広くPRす
ることを検討している。エスキーテニスは、「スポーツを通して平和を」という願いを込めて広島
で考案されたスポーツだと伺っている。本大会が世界平和を願う素晴らしい大会となるよう、また、
エスキーテニスの更なる普及・発展に繋がるよう盛り上げてまいる。
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皆さんこんにちは。豪雨災害が最も懸念される季節に入りましたが、大きな被害が出ない事を祈るばかりで
ございます。さて、6月定例会では「エスキーテニス全国大会」「ブトの駆除」「河川管理」等について質問
しましたので、ご報告申し上げます。

〈裏面へつづく〉

エスキーテニス全国大会開催について（スポーツ推進課）

エスキーテニス全国大会に向けた本市の準備状況を問う

皆さんが安心される環境づくりと更なる普及・発展に繋がるよう盛り上げていく

山本たつや岩国市議会報告
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増加するブト被害について行政も真剣に考えなければならない。豊かで美しい自然が守られた地
域にしか発生しない、この皮肉な生き物を駆除する有効な手段は無いのか？
どのような機関がブトの生態に関する知識を持っているか現在のところ情報が充分ではない。ま
ずは、他市の状況や害虫対策を行っている機関などをあたり、ブトに関する知識を持つ機関を探
すよう努め、その上で生態から考えられる具体的な対処法を研究してまいりたいと考えている。
ブト生息に適しているといわれる良好な水環境を損なうようなやり方ではなく、情報収集の中で、
良好な水環境を維持しながらブトの被害が減少できるような方法を調査し、取り組みを検討して
いく。 
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ブトの駆除について（環境保全課）

ブトを駆除する有効な手段について問う

良好な水環境を維持しながら被害が減少出来る取り組みを検討していく

一昨年8月6日に発生した豪雨災害から2年が経過した現在、未だに市内の2級河川では土砂が堆積
し、これからのシーズンを考えれば一刻も早い「しゅんせつ」の施工が必要不可欠である。県管
理であることは承知しているが、市としての今後の対応は？
県によると、実施の基準については関係者からのご要望があった箇所や巡視、点検等により必要
と判断された箇所の中から、緊急度の高いものを選定して順次実施しているとのことで、今後に
おいても防災上必要となるしゅんせつ工事については、継続的に行えるよう予算確保に努めてい
くとのこと。市としても現地の確認を行ないながら、地域の実情を機会あるごとに山口県に伝え
てまいる。
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豪雨被害への備えについて（河川課）　※しゅんせつ（水底の土砂等を除去すること）

時期的に一刻も早いしゅんせつが必要と思うが市として今後の対応を問う

現地の確認を行いながら地域の実情をしっかり山口県に伝えていく

七夕の夜、何となく思い浮かんだ恋物語。彦星が心を込めて書いた織姫へのラブレターが
消えてしまったと言うお話し。ちょっと悲しいですが川柳にしてみました。・・ (*_*; 
ではまた次号でお会いしましょう！＾＾

徒然記

☆今日の一句☆　 彦星の　恋文食べた　やぎ座かな

兼用護岸の経年劣化と不定期な豪雨により予期せぬ護岸崩壊が発生している。現在の護岸点検、
管理体制について問う
年に6回以下の点検は実施している。しかしながら小さな傷み等については発見が難しい場合もあ
り、地域の皆様からの通報により現地確認に至ることも多数ある。異常が確認された時点で、遅
滞ない適切な初期対応が出来るよう努めてまいる。
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予期せぬ護岸崩壊が頻発しているが点検管理体制について問う

異常が確認された時点で遅滞ない適切な初期対応に努める


